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(57)【要約】
【課題】本発明は、有機発光表示装置及び有機発光表示
装置の駆動方法に関する。
【解決手段】本発明の実施例による有機発光表示装置は
、外部から供給される第１タイプの第１データを用いて
上記第１タイプと異なる第２タイプの第２データを生成
し、上記第２データを用いて上記第１及び第２タイプと
異なる第３タイプの第３データを生成するデータ変換部
と、複数の単位画素を用いて、上記データ変換部から出
力されるデータに対応する映像を表示する表示部と、を
含み、上記複数の単位画素のそれぞれは、第１列上に配
置された第１サブ画素と第２サブ画素、及び上記第１列
と平行な第２列上に配置された第３サブ画素を含み、上
記データ変換部は、上記第１～第３サブ画素の配列に応
じて上記第２データを生成することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から供給される第１タイプの第１データを用いて前記第１タイプと異なる第２タイ
プの第２データを生成し、前記第２データを用いて前記第１及び第２タイプと異なる第３
タイプの第３データを生成するデータ変換部と、
　複数の単位画素を用いて、前記データ変換部から出力されるデータに対応する映像を表
示する表示部と、を含み、
　前記複数の単位画素のそれぞれは、第１列上に配置された第１サブ画素と第２サブ画素
、及び前記第１列と平行な第２列上に配置された第３サブ画素を含み、
　前記データ変換部は、前記第１～第３サブ画素の配列に応じて前記第２データを生成す
ることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ変換部は、前記第１データを用いて前記第２データを生成する第１変換部を
含み、
　前記第１データはＲＧＢタイプで、前記第２データはＲＧＢＧタイプであることを特徴
とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１サブ画素は第１色を表し、前記第２サブ画素は前記第１色と異なる第２色を表
し、前記第３サブ画素は前記第１色及び前記第２色と異なる第３色を表すことを特徴とす
る請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記データ変換部は、前記第２データを用いて前記第３データを生成する第２変換部を
さらに含み、前記第３データはＹＣｂＣｒＹタイプであることを特徴とする請求項３に記
載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第３データは、輝度情報とクロマ（ｃｈｒｏｍａ）情報を含むことを特徴とする請
求項４に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第２データが赤色データ、第１緑色データ、青色データ及び第２緑色データを含む
場合、前記第２変換部は、
　前記赤色データ、前記青色データ及び前記第１緑色データを用いて、第１輝度情報、第
１青色クロマ情報、第１赤色クロマ情報を生成することを特徴とする請求項５に記載の有
機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１輝度情報、前記第１青色クロマ情報及び前記第１赤色クロマ情報は、以下の数
式１によって生成されることを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
【数１】

（前記数式１において、Ｒ１は前記赤色データ、Ｇ１は前記第１緑色データ、Ｂ２は前記
青色データ、Ｙ１は前記第１輝度情報、Ｃｂ１は前記第１青色クロマ情報、Ｃｒ１は前記
第１赤色クロマ情報に該当する。）
【請求項８】
　前記第２変換部は、前記赤色データ、前記青色データ及び前記第２緑色データを用いて
、第２輝度情報、第２青色クロマ情報、第２赤色クロマ情報を生成することを特徴とする
請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
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　前記第２輝度情報、前記第２青色クロマ情報及び前記第２赤色クロマ情報は、以下の数
式２によって生成されることを特徴とする請求項８に記載の有機発光表示装置。
【数２】

（Ｒ１は前記赤色データ、Ｇ２は前記第２緑色データ、Ｂ２は前記青色データ、Ｙ２は前
記第２輝度情報、Ｃｂ２は前記第２青色クロマ情報、Ｃｒ２は前記第２赤色クロマ情報に
該当する。）
【請求項１０】
　前記第３データは、
　前記第１輝度情報及び前記第２輝度情報を含み、
　前記第１青色クロマ情報及び前記第２青色クロマ情報の何れか１つを含み、
　前記第１赤色クロマ情報及び前記第２赤色クロマ情報の何れか１つを含むことを特徴と
する請求項８に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記データ変換部は、前記第３データを用いて第４データを生成する第３変換部をさら
に含み、
　前記第４データはＲＧＢＧタイプであることを特徴とする請求項１０に記載の有機発光
表示装置。
【請求項１２】
　前記第３変換部は、前記第３データに含まれた青色クロマ情報及び赤色クロマ情報に応
じて前記第４データを生成することを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第２変換部は、
　前記複数の単位画素のうち何れか１つである第１単位画素に対応する第３データと、前
記第１単位画素と隣接して位置する少なくとも１つ以上の第２単位画素に対応する第３デ
ータを圧縮した圧縮データを生成することを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、自発光素子である有機発光ダイオードを利用して映像を表示する
もので、赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素を用いて複数の画素を構成し、こ
れにより、様々なカラー映像を表示する。
【０００３】
　赤色サブ画素、緑色サブ画素及び青色サブ画素は、様々な形態に配列されてもよいが、
通常、ストライプ状に配列される。ストライプ状とは、同じ色のサブ画素を列単位で配列
する形状である。
【０００４】
　しかし、サブ画素がストライプ状に配列される場合、それぞれのサブ画素の間に位置し
たブラックマトリックスによって開口率が低下し、高解像度の表現能力が低下するという
問題がある。
【０００５】
　このような問題点を克服すべく、ペンタイルマトリックス画素配列構造が提案された。
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ペンタイルマトリックス画素配列構造は、赤色サブ画素及び青色サブ画素が同じ列に交互
に形成され、隣接する列に緑色サブ画素が形成される。
【０００６】
　このようなペンタイルマトリックス画素配列構造は、ストライプ状に比べてサブ画素の
数が約２／３に減少し、それに応じて高開口率が確保できるという長所がある。また、ペ
ンタイルマトリックス画素配列構造を適用すると、高解像度の表現能力が向上し、特定画
素による縦線のパターンが視認されない構造であって画質を向上させるという長所がある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】韓国公開特許第10-2006-0002950号公報
【特許文献２】米国特許出願公開第2017/0039992号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、画像データを圧縮して有機発光表示装置の消費電力を低減することを目的と
する。
【０００９】
　本発明は、映像データの圧縮率を多様に設定できる有機発光表示装置を提供することを
他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の実施例による有機発光表示装置は、外部から供給される第１タイプの第１デー
タを用いて上記第１タイプと異なる第２タイプの第２データを生成し、上記第２データを
用いて上記第１及び第２タイプと異なる第３タイプの第３データを生成するデータ変換部
と、複数の単位画素を用いて、上記データ変換部から出力されるデータに対応する映像を
表示する表示部と、を含み、上記複数の単位画素のそれぞれは、第１列上に配置された第
１サブ画素と第２サブ画素、及び上記第１列と平行な第２列上に配置された第３サブ画素
を含み、上記データ変換部は、上記第１～第３サブ画素の配列に応じて上記第２データを
生成することができる。
【００１１】
　また、上記データ変換部は、上記第１データを用いて上記第２データを生成する第１変
換部を含み、上記第１データはＲＧＢタイプで、上記第２データはＲＧＢＧタイプであっ
てもよい。
【００１２】
　また、上記第１サブ画素は第１色を表し、上記第２サブ画素は上記第１色と異なる第２
色を表し、上記第３サブ画素は上記第１色及び上記第２色と異なる第３色を表すことがで
きる。
【００１３】
　また、上記データ変換部は、上記第２データを用いて上記第３データを生成する第２変
換部をさらに含み、上記第３データはＹＣｂＣｒＹタイプであってもよい。
【００１４】
　また、上記第３データは、輝度情報とクロマ（ｃｈｒｏｍａ）情報を含んでもよい。
【００１５】
　また、上記第２データが赤色データ、第１緑色データ、青色データ及び第２緑色データ
を含む場合、上記第２変換部は、上記赤色データ、上記青色データ及び上記第１緑色デー
タを用いて、第１輝度情報、第１青色クロマ情報、第１赤色クロマ情報を生成することが
できる。
【００１６】
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　また、上記第１輝度情報、上記第１青色クロマ情報及び上記第１赤色クロマ情報は、以
下の数式１によって生成され、［数式１］は、Ｙ１＝０＋（０．２９９ｘＲ１）＋（０．
５８７ｘＧ１）＋（０．１１４ｘＢ２）、Ｃｂ１＝１２８－（０．１６８７３６ｘＲ１）
－（０．３３１２６４ｘＧ１）＋（０．５ｘＢ２）、Ｃｒ１＝１２８＋（０．５ｘＲ１）
－（０．４１８６８８ｘＧ１）－（０．０８１３１２ｘＢ２）を含んでもよい。（上記式
１において、Ｒ１は上記赤色データ、Ｇ１は上記第１緑色データ、Ｂ２は上記青色データ
、Ｙ１は上記第１輝度情報、Ｃｂ１は上記第１青色クロマ、Ｃｒ１は上記第１赤色クロマ
情報に該当する）。
【００１７】
　また、上記第２変換部は、上記赤色データ、上記青色データ及び上記第２緑色データを
用いて、第２輝度情報、第２青色クロマ情報、第２赤色クロマ情報を生成することができ
る。
【００１８】
　また、上記第２輝度情報、上記第２青色クロマ情報及び上記第２赤色クロマ情報は、以
下の数学式２によって生成され、［数式２］は、Ｙ２＝０＋（０．２９９ｘＲ１）＋（０
．５８７ｘＧ２）＋（０．１１４ｘＢ２）、Ｃｂ２＝１２８－（０．１６８７３６ｘＲ１
）－（０．３３１２６４ｘＧ２）＋（０．５ｘＢ２）、及びＣｒ２＝１２８＋（０．５ｘ
Ｒ１）－（０．４１８６８８ｘＧ２）－（０．０８１３１２ｘＢ２）を含んでもよい。（
Ｒ１は上記赤色データ、Ｇ２は上記第２緑色データ、Ｂ２は上記青色データ、Ｙ２は上記
第２輝度情報、Ｃｂ２は上記第２青色クロマ情報、Ｃｒ２は上記第２赤色クロマ情報に該
当する）。
【００１９】
　また、上記第３データは、上記第１輝度情報及び上記第２輝度情報を含み、上記第１青
色クロマ情報及び上記第２青色クロマ情報の何れか１つを含み、上記第１赤色クロマ情報
及び上記第２赤色クロマ情報の何れか１つを含んでもよい。
【００２０】
　また、上記データ変換部は、上記第３データを用いて第４データを生成する第３変換部
をさらに含み、上記第４データはＲＧＢＧタイプであってもよい。
【００２１】
　また、上記第３変換部は、上記第３データに含まれた青色クロマ情報及び赤色クロマ情
報に応じて上記第４データを生成することができる。
【００２２】
　また、上記第２変換部は、上記複数の単位画素のうち何れか１つである第１単位画素に
対応する第３データと、上記第１単位画素と隣接して位置する少なくとも１つ以上の第２
単位画素に対応する第３データを圧縮した圧縮データを生成することができる。
【００２３】
　次に、本発明の実施例による複数の単位画素を用いて映像を表示する有機発光表示装置
の駆動方法において、外部から供給される第１タイプの第１データを用いて上記第１タイ
プと異なる第２タイプの第２データを生成する段階と、上記第２データを用いて上記第１
及び第２タイプと異なる第３タイプの第３データを生成する段階と、を含み、上記複数の
単位画素のそれぞれは、第１列上に配置された第１サブ画素と第２サブ画素、及び上記第
１列と平行な第２列上に配置された第３サブ画素を含み、上記第２データは、上記第１～
第３サブ画素の配列に応じて生成されてもよい。
【００２４】
　また、上記第１データはＲＧＢタイプであり、上記第２データはＲＧＢＧタイプであっ
てもよい。
【００２５】
　また、上記第３データは、輝度情報とクロマ（ｃｈｒｏｍａ）情報を含むＹＣｂＣｒＹ
タイプであってもよい。
【００２６】



(6) JP 2019-95770 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

　また、上記第２データが赤色データ、第１緑色データ、青色データ及び第２緑色データ
を含む場合、上記第３データを生成する段階は、上記赤色データ、上記青色データ及び上
記第１緑色データを用いて第１輝度情報、第１青色クロマ情報、第１赤色クロマ情報を生
成する段階を含んでもよい。
【００２７】
　また、上記第３データを生成する段階は、上記赤色データ、上記青色データ及び上記第
２緑色データを用いて第２輝度情報、第２青色クロマ情報、第２赤色クロマ情報を生成す
る段階をさらに含んでもよい。
【００２８】
　また、上記第３データは、上記第１輝度情報及び上記第２輝度情報を含み、上記第１青
色クロマ情報及び上記第２青色クロマ情報のうち何れか１つを含み、上記第１赤色クロマ
情報及び上記第２赤色クロマ情報のうち何れか１つを含んでもよい。
【００２９】
　また、上記第３データを用いて第４データを生成する段階をさらに含み、上記第４デー
タはＲＧＢＧタイプであってもよい。
【００３０】
　また、上記第４データは、上記第３データに含まれた青色クロマ情報及び赤色クロマ情
報に応じて生成されてもよい。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によると、画像データを圧縮して有機発光表示装置の消費電力を節減することが
できる。
【００３２】
　また、映像データの圧縮率を多様に設定できる有機発光表示装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施例による有機発光表示装置の構成を概略的に示す図である。
【図２】図１に示された有機発光表示装置のサブ画素の配列構造に対する一実施例を示す
図である。
【図３】図１に示されたデータ変換部の構成を概略的に示すブロック図である。
【図４】第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明する
ための図である。
【図５】第２変換部の機能を説明するための図である。
【図６ａ】図１に示された有機発光表示装置のサブ画素の配列構造に対する他の実施例を
示ず図である。
【図６ｂ】第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明す
るための図である。
【図７ａ】図１に示された有機発光表示装置のサブ画素の配列構造に対する他の実施例を
示す図である。
【図７ｂ】第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明す
るための図である。
【図８】第３データが第１比率で圧縮される方法を例示的に説明するための図である。
【図９】第２変換部によって第３データが第２比率で圧縮される方法を例示的に説明する
ための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　その他の実施例の具体的な事項は、詳細な説明及び図面に含まれている。
【００３５】
　本発明の利点及び特徴、そして、それらを達成する方法は、添付の図面とともに詳細に
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後述する実施例を参照すると明確になるだろう。しかし、本発明は、以下に開示する実施
例に限定されるものではなく、異なる多様な形態に実現されてもよく、以下の説明におい
て、ある部分が他の部分と接続されているとするときは、直接接続されている場合だけで
なく、その中間に他の素子を介して電気的に接続されている場合も含む。また、図面にお
いて、本発明と関係のない部分は、本発明の説明を明確にするために省略しており、明細
書の全体を通して類似する部分には、同じ符号を付けた。
【００３６】
　以下、本発明の実施例に関する図面を参照して、本発明の実施例による有機発光表示装
置及びその駆動方法について説明する。
【００３７】
　図１は、本発明の実施例による有機発光表示装置の構成を概略的に示す図である。
【００３８】
　図１を参照すると、本発明の実施例による有機発光表示装置は、表示部１００、走査駆
動部２１０、発光駆動部２２０、データ駆動部２３０、タイミング制御部２５０、及びデ
ータ変換部３００を含んでもよい。
【００３９】
　データ変換部３００は、外部から入力される第１データを第４データに変換してタイミ
ング制御部２５０に供給することができる。
【００４０】
　データ変換部３００は、図１に示すように、タイミング制御部２５０の前段に配置され
てもよい。この場合、データ変換部３００は、タイミング制御部２５０に複数のクロック
信号などを生成して出力するホストシステム（不図示）に含まれてもよい。但し、本発明
はこれに限定されず、データ変換部３００はホストシステムとは別の構成で形成されても
よい。
【００４１】
　また、データ変換部３００は、タイミング制御部２５０とデータ駆動部２３０との間に
配置されるか、タイミング制御部２５０の内部に含まれてもよい。
【００４２】
　タイミング制御部２５０は、外部から入力された信号に基づいて走査駆動制御信号ＳＣ
Ｓ１、データ駆動制御信号ＤＣＳ、及び発光駆動制御信号ＥＣＳを生成することができる
。タイミング制御部２５０で生成された走査駆動制御信号ＳＣＳ１は走査駆動部２１０に
供給され、データ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２３０に供給され、発光駆動制御信
号ＥＣＳは発光駆動部２２０に供給される。
【００４３】
　走査駆動部２１０は、走査駆動制御信号ＳＣＳ１に応じて走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに走査
信号を供給することができる。例えば、走査駆動部２１０は、走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに走
査信号を順に供給してもよい。
【００４４】
　走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに走査信号が順に供給されると、サブ画素ＳＰＸＬが水平ライン
単位で選択されうる。このため、走査信号は、サブ画素ＳＰＸＬに含まれたトランジスタ
がターンオンできるようにゲートオン電圧（例えば、ローレベルの電圧）に設定されても
よい。
【００４５】
　データ駆動部２３０は、データ駆動制御信号ＤＣＳに応じてデータ線Ｄ１～Ｄｍにデー
タ信号を供給することができる。データ線Ｄ１～Ｄｍに供給されたデータ信号は、走査信
号によって選択されたサブ画素ＳＰＸＬに供給されてもよい。
【００４６】
　発光駆動部２２０は、発光駆動制御信号ＥＣＳに応じて発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制
御信号を供給することができる。例えば、発光駆動部２２０は、発光制御線Ｅ１～Ｅｎに
発光制御信号を順に供給してもよい。
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【００４７】
　発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号が順に供給されると、サブ画素ＳＰＸＬが水平ラ
イン単位で非発光となりうる。このため、発光制御信号は、サブ画素ＳＰＸＬに含まれた
トランジスタがターンオフされうるように、ゲートオフ電圧（例えば、ハイレベルの電圧
）に設定される。
【００４８】
　一方、図１では、走査駆動部２１０及び発光駆動部２２０が別の構成のものが示されて
いるが、本発明はこれに限定されない。例えば、走査駆動部２１０及び発光駆動部２２０
は、１つの駆動部で形成されてもよい。
【００４９】
　また、走査駆動部２１０及び／または発光駆動部２２０は、薄膜パターンを形成する工
程を通じて基板に実装されてもよい。
【００５０】
　また、走査駆動部２１０及び／または発光駆動部２２０は、表示部１００を挟んで両側
に位置してもよい。
【００５１】
　表示部１００は、データ線Ｄ１～Ｄｍ、走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅ
ｎと接続される複数のサブ画素ＳＰＸＬを含んでもよい。
【００５２】
　サブ画素ＳＰＸＬは、外部から初期化電源Ｖｉｎｔ、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源
ＥＬＶＳＳの供給を受けることができる。
【００５３】
　サブ画素ＳＰＸＬのそれぞれは、自分と接続された走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに走査信号が
供給されるとき選択され、データ線Ｄ１～Ｄｍからデータ信号の供給を受けることができ
る。データ信号の供給を受けたサブ画素ＳＰＸＬは、データ信号に応じて第１電源ＥＬＶ
ＤＤから有機発光ダイオード（不図示）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流の量
を制御することができる。
【００５４】
　ここで、有機発光ダイオードは、電流量に応じて所定輝度の光を生成することができる
。さらに、第１電源ＥＬＶＤＤは、第２電源ＥＬＶＳＳより高い電圧に設定されてもよい
。
【００５５】
　サブ画素ＳＰＸＬは、第１色を表す第１サブ画素と、第２色を表す第２サブ画素と、第
３色を表す第３サブ画素と、を含んでもよい。第１色は、赤色、緑色及び青色の何れか１
つであってもよい。第２色は、赤色、緑色、及び青色の何れか１つであって、第１色とは
異なる色であってもよい。また、第３色は、赤色、緑色、及び青色の何れか１つであって
、第１色及び第２色とは異なる色であってもよい。
【００５６】
　一方、図１では、サブ画素ＳＰＸＬが１つの走査線Ｓｉ、１つのデータ線Ｄｊ及び１つ
の発光制御線Ｅｋに接続されているものが示されているが、本発明はこれに限定されない
。即ち、サブ画素ＳＰＸＬの回路構造に応じ、てサブ画素ＳＰＸＬに接続される走査線Ｓ
１～ＳLの数が複数であってもよく、発光制御線Ｅ１～Ｅｎの数が複数であってもよい。
【００５７】
　また、場合によって、画素ＰＸＬは、走査線Ｓ１～ＳL及びデータ線Ｄ１～Ｄｍのみに
接続されてもよい。この場合、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動す
るための発光駆動部２２０は除去されてもよい。
【００５８】
　図２は、図１に示されたサブ画素の配列構造の一実施例を示す図である。
【００５９】
　図１及び図２を参照すると、サブ画素ＳＰＸＬの配列方式は、各単位画素ＰＸＬ１、Ｐ
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ＸＬ２（図２では左右に長い長方形の領域）が、第１色を表す第１サブ画素ＳＰ１及び第
２色を表す第２サブ画素ＳＰ２を１つずつ含むとともに、第３色を表す第３サブ画素ＳＰ
３を２つ含む、ペンタイル方式にであってもよい。
【００６０】
　図２では、説明の便宜上、第１色は赤色Ｒ、第２色は青色Ｂ、第３色は緑色Ｇであると
想定して説明する。
【００６１】
　図２に示されたように、第１サブ画素ＳＰ１及び第２サブ画素ＳＰ２は、第１方向ＤＲ
１（走査線Ｓ１～ＳLに沿った方向）及び第２方向ＤＲ２（データ線Ｄ１～Ｄｍに沿った
方向）の同じ列に繰り返して配置されてもよい。また、第３サブ画素ＳＰ３は、第１サブ
画素ＳＰ１及び第２サブ画素ＳＰ２が配置された列と平行な、第１方向ＤＲ１及び第２方
向ＤＲ２の列に配置されてもよい。
【００６２】
　第１単位画素ＰＸＬ１中において、第１サブ画素ＳＰ１と第３サブ画素ＳＰ３は、第１
単位画素ＰＸＬ１の左半部または右半部がなす矩形の対角線上に位置してもよい。即ち、
第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよい。また、第２サブ画素ＳＰ２と第３サブ
画素ＳＰ３も、第１単位画素ＰＸＬ１の右半部または左半部がなす矩形の対角線上に位置
されてもよい。第１単位画素ＰＸＬ１中において、第１サブ画素ＳＰ１は左側に位置し、
第２サブ画素ＳＰ２は右側に位置してもよい。
【００６３】
　第２単位画素ＰＸＬ２中において、第１サブ画素ＳＰ１と第３サブ画素ＳＰ３は、第１
単位画素ＰＸＬ１の右半部または左半部がなす矩形の対角線上に位置してもよい。即ち、
第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよい。また、第２サブ画素ＳＰ２と第３サブ
画素ＳＰ３も、第１単位画素ＰＸＬ１の左半部または右半部がなす矩形の対角線上に位置
されてもよい。第２単位画素ＰＸＬ２中において、第１サブ画素ＳＰ１は右側に位置し、
第２サブ画素ＳＰ２は左側に位置してもよい。
【００６４】
　図２を参照すると、第１単位画素ＰＸＬ１は、第１方向ＤＲ１に沿って配列されてもよ
い。また、第２単位画素ＰＸＬ２も第１方向ＤＲ１に沿って配列されてもよい。第１単位
画素ＰＸＬ１と第２単位画素ＰＸＬ２は、第２方向ＤＲ２に沿って交互に配列されてもよ
い。
【００６５】
　第３サブ画素ＳＰ３は、第１サブ画素ＳＰ１及び第２サブ画素ＳＰ２より狭い面積を有
するように形成されてもよい。また、図２では、第１サブ画素ＳＰ１と第２サブ画素ＳＰ
２が同じ面積を有するものが示されているが、第２サブ画素ＳＰ２の面積が第１サブ画素
ＳＰ１の面積より大きいか、第１サブ画素ＳＰ１の面積が第２サブ画素ＳＰ２の面積より
大きくてもよい。
【００６６】
　このようなサブ画素ＳＰ１、ＳＰ２、ＳＰ３の面積は、発光効率を考慮して様々な形態
に変更できる。
【００６７】
　図３は、図１に示されたデータ変換部の構成を概略的に示すブロック図である。
【００６８】
　図３を参照すると、データ変換部３００は、第１変換部３１０、第２変換部３２０、及
び第３変換部３３０を含んでもよい。
【００６９】
　第１変換部３１０は、外部から入力された第１データを第２データに変換することがで
きる。第１データは第１タイプの形態で、第２データは第１タイプと異なる第２タイプの
形態であってもよい。
【００７０】
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　例えば、第１データはＲＧＢタイプのデータで、第２データはＲＧＢＧタイプのデータ
であってもよい。
【００７１】
　ＲＧＢタイプのデータは、画像に対する情報を赤色（Ｒｅｄ）、緑色（Ｇｒｅｅｎ）、
及び青色（Ｂｌｕｅ）の成分に分割して保存するためのものであってもよい。より具体的
には、単位画素が赤色、緑色、青色のサブ画素を１つずつ含み、各サブ画素が一列に並ぶ
ストライプ方式に適したものであってもよい。
【００７２】
　ＲＧＢＧタイプのデータは、画像に関する情報を赤色、第１緑色、青色、及び第２緑色
の成分に分割して保存するためのものであり、図２に示されたようなペンタイル方式に適
したものであってもよい。
【００７３】
　即ち、第１変換部３１０は、ＲＧＢタイプの第１データを、本発明の実施例によるサブ
画素ＳＰＸＬの配列構造に適したＲＧＢＧタイプの第２データに変換することができる。
【００７４】
　第２変換部３２０は、第２データを第３データに変換することができる。第３データは
、第１タイプ及び第２タイプと異なる第３タイプの形態であってもよい。
【００７５】
　例えば、第３データはＹＣｂＣｒＹタイプのデータであってもよい。第３データは画像
に対する情報を、画素（pixel）ごとの、輝度（Ｙ; luminance）、青色に対するクロマ（
Ｃｂ; blue chroma, 青色彩度）、及び赤色に対するクロマ（Ｃｒ; red chroma, 赤色彩
度）に分割して保存するためのものであってもよい。
【００７６】
　第３変換部３３０は、第３データを第４データに変換することができる。第４データは
第２タイプの形態であってもよい。即ち、第４データはＲＧＢＧタイプであってもよい。
【００７７】
　ストライプ方式の画素配列構造に合わせられたデータが入力される場合、図２に示され
たような画素配列構造に適したデータに変換しなければならず、このようなデータの変換
方法は、以下に図４を参照して説明する。
【００７８】
　図４は、第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明す
るための図である。
【００７９】
　図３及び図４を参照すると、第１変換部３１０は、ストライプ方式の画素配列構造に合
わせられた第１データの入力を受けて、これをペンタイル方式の画素配列構造に合わせら
れた第２データに変換することができる。
【００８０】
　図４では、説明の便宜上、ストライプ方式の画素配列構造のうち、第１単位画素ＰＳ１
及び第２単位画素ＰＳ２に対応する第１データが、ペンタイル方式の画素配列構造の第１
単位画素ＰＰ１、ＰＰ２に対応する、第２データに変換されることを例に挙げて説明する
。
【００８１】
　図３及び図４を参照すると、第１変換部３１０は、ストライプ方式における第１単位画
素ＰＳ１に対する第１データの赤色データと緑色データを用いて、第１単位画素の一部Ｐ
Ｐ１に対する第２データの赤色データと緑色データを生成することができる。
【００８２】
　第１変換部３１０は、ストライプ方式（ＲＧＢタイプ）における、第１単位画素ＰＳ１
に対する第１データのうちの青色データと、第２単位画素ＰＳ２に対する第１データのう
ちの青色データとを用いて、ペンタイル方式（ＲＧＢＧタイプ）における一つの単位画素
ＰＸＬ１の青色データを生成することができる。すなわち、ＲＧＢＧタイプの単位画素Ｐ
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ＸＬ１における右半部または左半部に相当する、第２サブ単位画素ＰＰ２に対する第２デ
ータのうちの青色データを生成することができる。同様に、ＲＧＢタイプにおける第１単
位画素ＰＳ１の赤色データと、この左方に隣接する単位画素の赤色データを用いて、ＲＧ
ＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１における左半部及び右半部に相当する、第１サブ単位画素
ＰＰ１の赤色データを生成することができる。また、ストライプ方式における、一つの単
位画素ＰＳ１，ＰＳ２に対する第１データのうちの、緑色データを用いて、それぞれ、Ｒ
ＧＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１における左半部及び右半部に相当する、第１サブ単位画
素ＰＰ１及び第２サブ単位画素ＰＰ２に対する第２データのうちの、緑色データを生成す
ることができる。
【００８３】
　以下では、図５を参照して、第２変換部３２０の機能を具体的に説明する。
【００８４】
　図５は、第２変換部の機能を説明するための図である。
【００８５】
　第２変換部３２０は、ＲＧＢＧタイプの第２データを用いて、ＹＣｂＣｒＹタイプの第
３データを生成することができる。
【００８６】
　説明の便宜のために、第２データは、赤色データＲ１、第１緑色データＧ１、青色デー
タＢ２及び第２緑色データＧ２を含むものと仮定して説明する。これら４つのデータは、
図４の下半部に描かれた、ＲＧＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１における４つのサブ画素に
対応している。また、これらの赤色データＲ１、青色データＢ２、及び、緑色データＧ１
，Ｇ２は、図２の左上端部に描かれた単位画素ＰＸＬ１中の、一つの第１サブ画素ＳＰ１
、一つの第２サブ画素ＳＰ２、及び２つの第３サブ画素ＳＰ３に対応する。
【００８７】
　図５を参照すると、まず、第２変換部３２０は、ＲＧＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１中
にて、第１領域Ａ１に含まれたサブ画素に対応する第２データをＹＣｂＣｒタイプのデー
タに変換し、第２領域Ａ２に含まれたサブ画素に対応する第２データをＹＣｂＣｒタイプ
のデータに変換することができる。
【００８８】
　具体的には、第２変換部３２０は、第２データのうち、第１サブ画素ＳＰ１に対応する
赤色データＲ１、第２サブ画素ＳＰ２に対応する青色データＢ２、及び何れか１つ（例え
ば左方）の第３サブ画素ＳＰ３に対応する第１緑色データＧ１を用いて、上記の第１領域
Ａ１に対応する、第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、第１赤色クロマ情報Ｃ
ｒ１を生成することができる。
【００８９】
　図５の第１領域Ａ１に対応する、第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、及び
第１赤色クロマ情報Ｃｒ１は、下記［数式１］に基づいて生成されうる。また、各データ
の値は、０～２５６の階調値として表される。
【００９０】
【数１】

【００９１】
　また、第２変換部３２０は、ＲＧＢＧタイプの第２データのうち、第１サブ画素ＳＰ１
に対応する赤色データＲ１、第２サブ画素ＳＰ２に対応する青色データＢ２、及び残り（
例えば右方）の第３サブ画素ＳＰ３に対応する第２緑色データＧ２を用いて、上記の第２
領域Ａ２に対応する、第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロ
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マ情報Ｃｒ２を生成することができる。
【００９２】
　第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２は、以
下の［数式２］に基づいて生成されうる。
【００９３】
【数２】

【００９４】
　第２変換部３２０は、輝度情報Ｙ１、Ｙ２、青色クロマ情報Ｃｂ１、Ｃｂ２、赤色クロ
マ情報Ｃｒ１、Ｃｒ２を用いて、第３データを生成することができる。
【００９５】
　具体的には、第２変換部３２０は、第１輝度情報Ｙ１及び第２輝度情報Ｙ２が第３デー
タに含まれるようにすることができる。また、第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第２青色ク
ロマ情報Ｃｂ２の何れか一方が第３データに含まれるようにすることができる。また、第
１赤色クロマ情報Ｃｒ１及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２の何れか一方が第３データに含ま
れるようにすることができる。
【００９６】
　以下［表１］は、上述した方式による場合に生成され得る第３データを表したものであ
る。
【００９７】

【表１】

【００９８】
　第２変換部３２０は、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ
　１、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　２、及びＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　３の何れか
１つを選択することができる。
【００９９】
　例えば、第２変換部３２０は、常にＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０を選択してもよく
、この場合、第３データはＹ１Ｃｂ１Ｃｒ１Ｙ２でありうる。
【０１００】
　また、第２変換部３２０は、第１サブ画素ＳＰ１、第２サブ画素ＳＰ２及び第３サブ画
素ＳＰ３の配列構造を考慮してＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌ
ｅｃｔ　１、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　２及びＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　３の何
れか１つを選択してもよい。
【０１０１】
　以下では、本発明の実施例による第３変換部３３０の機能を具体的に説明する。
【０１０２】
　第３変換部３３０は、ＹＣｂＣｒＹタイプの第３データを用いて、ＲＧＢＧタイプの第
４データを生成することができる。
【０１０３】
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　第３変換部３３０は、第３データに含まれたクロマ情報Ｃｂ、Ｃｒを参照して第４デー
タを生成することができる。例えば、第３データが第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第１赤
色クロマ情報Ｃｒ１を含む場合、以下の［数式３］によって第４データが生成されうる。
以下の数式にて、ＲＧＢＧの４つのデータ値は、図２及び４～５に示す単位画素ＰＸＬ１
における、赤色の第１サブ画素ＳＰ１、一方（左側）の緑色の第３サブ画素ＳＰ３、青色
の第２サブ画素ＳＰ２、及び他方（右側）の緑色の第３サブ画素ＳＰ３に、それぞれ対応
する。
【０１０４】
【数３】

【０１０５】
　また、第３データが第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２を含む場
合、以下の［数式４］によって第４データが生成されうる。
【０１０６】
【数４】

【０１０７】
　また、第３データが第２青色クロマ情報Ｃｂ２及び第１赤色クロマ情報Ｃｒ１を含む場
合、以下の［数式５］によって第４データが生成されうる。
【０１０８】

【数５】

【０１０９】
　また、第３データが第２青色クロマ情報Ｃｂ２及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２を含む場
合、以下の［数式６］によって第４データが生成されうる。
【０１１０】
【数６】

【０１１１】
　図１を参照すると、第３変換部３３０によって生成された第４データは、タイミング制
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御部２５０に伝達されてもよい。また、第３変換部３３０によって生成された第４データ
に、ＲＧＢＧタイプのデータが結合されてタイミング制御部２５０に伝達されてもよい。
【０１１２】
　図６ａは、図１に示された有機発光表示装置のサブ画素の配列構造に対する他の実施例
を示す図である。図６ａは、上述した実施例（例えば、図２に示されたサブ画素ＳＰＸＬ
の配列構造）と比較し、変更された部分を中心に説明し、上述した実施例と重なる部分に
ついては説明を省略する。
【０１１３】
　図１及び図６ａを参照すると、サブ画素ＳＰＸＬの配列方式は、各単位画素ＰＸＬ１’
、ＰＸＬ２’（図６ａでは左右に長い長方形の領域）が第１色を表す第１サブ画素ＳＰ１
’及び第２色を表す第２サブ画素ＳＰ２’を１つずつ含み、第３色を表す第３サブ画素Ｓ
Ｐ３’を２つ含む、ペンタイル方式であってもよい。
【０１１４】
　図６ａは、第１色は青色、第２色は緑色、第３色は赤色であってもよい。
【０１１５】
　第１サブ画素ＳＰ１’及び第２サブ画素ＳＰ２’は、第１方向ＤＲ１（走査線Ｓ１～Ｓ
Lに沿った方向）及び第２方向ＤＲ２（データ線Ｄ１～Ｄｍに沿った方向）の同じ列に繰
り返し配置されてもよい。また、第３サブ画素ＳＰ３’は、第１サブ画素ＳＰ１’及び第
２サブ画素ＳＰ２’が配置された列と平行な、第１方向ＤＲ１及び第２方向ＤＲ２の列に
配置されてもよい。
【０１１６】
　第１単位画素ＰＸＬ１’中において、第１サブ画素ＳＰ１’と第３サブ画素ＳＰ３’は
、第１単位画素ＰＸＬ１の左半部または右半部がなす矩形の対角線上に位置してもよい。
即ち、第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよい。また、第２サブ画素ＳＰ２’と
第３サブ画素ＳＰ３’も、第１単位画素ＰＸＬ１の右半部または左半部がなす矩形の対角
線上に位置してもよい。第１単位画素ＰＸＬ１’中において、第１サブ画素ＳＰ１’は左
側に位置し、第２サブ画素ＳＰ２’は右側に位置してもよい。
【０１１７】
　第２単位画素ＰＸＬ２’中において、第１サブ画素ＳＰ１’と第３サブ画素ＳＰ３’は
、第１単位画素ＰＸＬ１の右半部または左半部がなす矩形の対角線上に位置してもよい。
即ち、第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよい。また、第２サブ画素ＳＰ２’と
第３サブ画素ＳＰ３’も、第１単位画素ＰＸＬ１の左半部または右半部がなす矩形の対角
線上に位置してもよい。第２単位画素ＰＸＬ２’において、第１サブ画素ＳＰ１’は右側
に位置し、第２サブ画素ＳＰ２’は左側に位置してもよい。
【０１１８】
　図６ａを参照すると、第１単位画素ＰＸＬ１’は第１方向ＤＲ１に沿って配列されても
よい。また、第２単位画素ＰＸＬ２’も第１方向ＤＲ１に沿って配列されてもよい。第１
単位画素ＰＸＬ１’と第２単位画素ＰＸＬ２’は、第２方向ＤＲ２に沿って交互に配列さ
れてもよい。
【０１１９】
　以下では、ストライプ方式の画素配列構造に合わせられたデータ（ＲＧＢタイプである
第１データ）を、図６ａに示されたような画素配列構造に適したデータ（ＲＧＢＧタイプ
である第２データ）に変換する方法について説明する。
【０１２０】
　図６ｂは、第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明
するための図である。特に、図６ｂは、有機発光表示装置に含まれたサブ画素ＳＰＸＬ（
図１）が、図６ａに示されたような構造に配列された場合の、データの変換方法を説明す
るためのものである。
【０１２１】
　第１変換部３１０は、ストライプ配列の画素構造に合わせられた第１データの入力を受
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け、これをペンタイル構造に適した第２データに変換することができる。
【０１２２】
　図６ｂでは、説明の便宜上、ストライプ方式の画素配列構造の第１単位画素ＰＳ１及び
第２単位画素ＰＳ２に対応する第１データが、ペンタイル方式の画素配列構造の一つの単
位画素ＰＸＬ１’における、第１サブ単位画素ＰＰ１’（左半部）及び第２サブ単位画素
ＰＰ２’（右半部）に対応する、第２データに変換されるものと想定して説明する。
【０１２３】
　図６ｂを参照すると、第１変換部３１０は、ストライプ方式における第１単位画素ＰＳ
１に対する第１データでの赤色データと青色データを用いて、第１単位画素ＰＸＬ１’の
一部である第１サブ単位画素ＰＰ１’に対する、第２データでの赤色データと青色データ
を生成することができる。
【０１２４】
　図３及び図６ｂを参照すると、第１変換部３１０は、ストライプ方式における第２単位
画素ＰＳ２に対する第１データでの赤色データと緑色データを用いて、第１単位画素ＰＸ
Ｌ１’の残りの部分である第２サブ単位画素ＰＰ２’に対する、第２データでの赤色デー
タと緑色データを生成することができる。
【０１２５】
　以下では、有機発光表示装置に含まれたサブ画素が、図６ａに示されたような構造に配
列された場合に、第３データを生成する方法について説明する。
【０１２６】
　第２変換部３２０は、ＲＧＢＧタイプの第２データを用いて、ＹＣｂＣｒＹタイプの第
３データを生成することができる。
【０１２７】
　説明の便宜のために、第２データは、青色データＢ１、第１赤色データＲ１、緑色デー
タＧ２及び第２赤色データＲ２を含むと想定して説明する。これら４つのデータは、図６
ｂの下半部に描かれた、ＲＧＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１’における４つのサブ画素に
対応している。また、これらの赤色データＲ１，Ｒ２、青色データＢ１、及び、緑色デー
タＧ２は、図６ａの左上端部に描かれた単位画素ＰＸＬ１’中の、一つの第１サブ画素Ｓ
Ｐ１’、一つの第２サブ画素ＳＰ２’、及び２つの第３サブ画素ＳＰ３’に対応する。
【０１２８】
　第２変換部３２０は、第２データのうちの、第１サブ画素ＳＰ１に対応する青色データ
Ｂ１、第２サブ画素ＳＰ２に対応する緑色データＧ２、及び何れか１つ（例えば左方）の
第３サブ画素ＳＰ３に対応する第１赤色データＲ１を用いて、図５の第１領域Ａ１に対応
する、第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、及び、第１赤色クロマ情報Ｃｒ１
を生成することができる。
【０１２９】
　第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、第１赤色クロマ情報Ｃｒ１は、以下の
［数式７］に基づいて生成されうる。
【０１３０】
【数７】

【０１３１】
　また、第２変換部３２０は、第２データのうちの、第１サブ画素ＳＰ１に対応する青色
データＢ１、第２サブ画素ＳＰ２に対応する緑色データＧ２、及び残り（例えば右方）の
第３サブ画素ＳＰ３に対応する第２赤色データＲ２を用いて、図５の第２領域Ａ２に対応
する、第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２を
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生成することができる。
【０１３２】
　第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２は、以
下の［数式８］に基づいて生成されうる。
【０１３３】
【数８】

【０１３４】
　第２変換部３２０は、輝度情報Ｙ１、Ｙ２、青色クロマ情報Ｃｂ１、Ｃｂ２、赤色クロ
マ情報Ｃｒ１、Ｃｒ２を用いて、第３データを生成することができる。
【０１３５】
　具体的には、第２変換部３２０は、第１輝度情報Ｙ１及び第２輝度情報Ｙ２が第３デー
タに含まれるようにすることができる。また、第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第２青色ク
ロマ情報Ｃｂ２の何れか一方が第３データに含まれるようにすることができる。また、第
１赤色クロマ情報Ｃｒ１及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２の何れか一方が第３データに含ま
れるようにすることができる。
【０１３６】
　下記の［表２］は、上述した方式による場合に生成され得る第３データを表したもので
ある。
【０１３７】

【表２】

【０１３８】
　第２変換部３２０は、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ
　１、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　２及びＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　３の何れか１
つを選択することができる。
【０１３９】
　例えば、第２変換部３２０は、常にＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０を選択することが
でき、この場合、第２変換部３２０から出力される第３データは、Ｙ１Ｃｂ１Ｃｒ１Ｙ２
でありうる。
【０１４０】
　また、第２変換部３２０は、第１サブ画素ＳＰ１、第２サブ画素ＳＰ２及び第３サブ画
素ＳＰ３の配列構造を考慮して、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅ
ｌｅｃｔ　１、Ｃｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　２及びＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　３の
うち何れか１つを選択することができる。
【０１４１】
　その後、第３変換部３３０は、第３データを用いてＲＧＢＧタイプの第４データを生成
することができる。
【０１４２】
　第３変換部３３０は、第３データに含まれたクロマ情報Ｃｂ、Ｃｒを参照して、第４デ
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ータを生成することができる。例えば、第３データが第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第１
赤色クロマ情報Ｃｒ１を含む場合、［数式３］を利用して第４データを生成することがで
きる。
【０１４３】
　また、第３データが第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２を含む場
合、第３変換部３３０は、上述した［数式４］を利用して第４データを生成することがで
きる。
【０１４４】
　また、第３データが第２青色クロマ情報Ｃｂ２及び第１赤色クロマ情報Ｃｒ１を含む場
合、第３変換部３３０は、上述した［数式５］を利用して第４データを生成することがで
きる。
【０１４５】
　最後に、第３データが第２青色クロマ情報Ｃｂ２及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２を含む
場合、第３変換部３３０は、上述した［数式６］を利用して第４データを生成することが
できる。
【０１４６】
　図７ａは、図１に示された有機発光表示装置のサブ画素の配列構造に対する他の実施例
を示す図である。図７ａは、上述した実施例（例えば、図２に示されたサブ画素ＳＰＸＬ
の配列構造）と比較して変更された部分を中心に説明し、上述した実施例と重なる部分に
ついては説明を省略する。
【０１４７】
　図１及び図７ａを参照すると、サブ画素ＳＰＸＬの配列方式は、各単位画素ＰＸＬ１’
’、ＰＸＬ２’’（図７ａでは左右に長い長方形の領域）が、第１色を表す第１サブ画素
ＳＰ１’’及び第２色を表す第２サブ画素ＳＰ２’’を１つずつ含むとともに、第３色を
表す第３サブ画素ＳＰ３’’を２つ含む、ペンタイル方式であってもよい。
【０１４８】
　図７ａにおいて、第１色は緑色、第２色は赤色、第３色は青色であってもよい。
【０１４９】
　第１サブ画素ＳＰ１’’及び第２サブ画素ＳＰ２’’は、第１方向ＤＲ１（走査線Ｓ１
～ＳLに沿った方向）及び第２方向ＤＲ２（データ線Ｄ１～Ｄｍに沿った方向）の同じ列
に繰り返し配置されてもよい。また、第３サブ画素ＳＰ３’’は、第１サブ画素ＳＰ１’
’及び第２サブ画素ＳＰ２’’が配置された列と平行な、第１方向ＤＲ１及び第２方向Ｄ
Ｒ２の列に配置されてもよい。
【０１５０】
　第１単位画素ＰＸＬ１’’中において、第１サブ画素ＳＰ１’’と第３サブ画素ＳＰ３
’’は、第１単位画素ＰＸＬ１’’の左半部または右半部がなす矩形の対角線上に位置し
てもよい。即ち、第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよい。また、第２サブ画素
ＳＰ２’’と第３サブ画素ＳＰ３’’も、第１単位画素ＰＸＬ１の右半部または左半部が
なす矩形の対角線上に位置してもよい。第１単位画素ＰＸＬ１’’中において、第１サブ
画素ＳＰ１’’は左側に位置し、第２サブ画素ＳＰ２’’は右側に位置してもよい。
【０１５１】
　第２単位画素ＰＸＬ２’’中において、第１サブ画素ＳＰ１’’と第３サブ画素ＳＰ３
’’は対角線上に位置してもよい。即ち、第３方向ＤＲ３に沿って交互に配置されてもよ
い。また、第２サブ画素ＳＰ２’’と第３サブ画素ＳＰ３’’も対角線上に位置してもよ
い。第２単位画素ＰＸＬ２’’において、第１サブ画素ＳＰ１’’は右側に位置し、第２
サブ画素ＳＰ２’’は左側に位置してもよい。
【０１５２】
　図７ａを参照すると、第１単位画素ＰＸＬ１’’は、第１方向ＤＲ１に沿って配列され
てもよい。また、第２単位画素ＰＸＬ２’’も第１方向ＤＲ１に沿って配列されてもよい
。第１単位画素ＰＸＬ１’’と第２単位画素ＰＸＬ２’’は、第２方向ＤＲ２に沿って交
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互に配列されてもよい。
【０１５３】
　以下では、ストライプ方式の画素配列構造に合わせられたデータ（ＲＧＢタイプである
第１データ）を、図７ａに示されたような画素配列構造に適したデータ（ＲＧＢＧタイプ
である第２データ）に変換する方法について説明する。
【０１５４】
　図７ｂは、第１データを用いて第２データを生成する第１変換部の機能を例示的に説明
するための図である。特に、図７ｂは、有機発光表示装置に含まれたサブ画素が、図７ａ
に示されたような構造に配列された場合の、データの変換方法を説明するためのものであ
る。
【０１５５】
　第１変換部３１０は、ストライプ配列の画素構造に合わせられた第１データの入力を受
け、これをペンタイル構造に適した第２データに変換することができる。
【０１５６】
　図７ｂでは、説明の便宜上、ストライプ方式の画素配列構造の第１単位画素ＰＳ１及び
第２単位画素ＰＳ２に対応する第１データが、ペンタイル方式の画素配列構造の一つの単
位画素ＰＸＬ１’’における、第１サブ単位画素ＰＰ１’’（左半部）及び第２サブ単位
画素ＰＰ２’’（右半部）に対応する、第２データに変換されるものと想定して説明する
。
【０１５７】
　図３及び図７ｂを参照すると、第１変換部３１０は、ストライプ方式における第１単位
画素ＰＳ１に対する第１データでの緑色データと青色データを用いて、ペンタイル方式に
おける第１単位画素ＰＸＬ１’’の一部である第１サブ単位画素ＰＰ１’’に対応する緑
色データと青色データを生成することができる。
【０１５８】
　第１変換部３１０は、ストライプ方式における第２単位画素ＰＳ２に対する第１データ
の赤色データと青色データを用いて、ペンタイル方式における第１単位画素のＰＸＬ１’
’の残りの一部である第２サブ単位画素ＰＰ２’’に対応する赤色データと青色データを
生成することができる。
【０１５９】
　第２変換部３２０は、有機発光表示装置に含まれたサブ画素が、図７ａに示されたよう
な構造に配列された場合に、これに対応する第３データを生成することができる。即ち、
第２変換部３２０は、ＲＧＢＧタイプの第２データを用いて、ＹＣｂＣｒＹタイプの第３
データを生成することができる。
【０１６０】
　説明の便宜のために、第２データは、緑色データＧ１、第１青色データＢ１、赤色デー
タＲ２及び第２青色データＢ２を含むと想定して説明する。これら４つのデータは、図７
ｂの下半部に描かれた、ＲＧＢＧタイプの単位画素ＰＸＬ１’’における４つのサブ画素
に対応している。また、これらの赤色データＲ１，Ｒ２、青色データＢ１、及び、緑色デ
ータＧ２は、図７ａの左上端部に描かれた単位画素ＰＸＬ１’中の、一つの第１サブ画素
ＳＰ１’’、一つの第２サブ画素ＳＰ２’’、及び２つの第３サブ画素ＳＰ３’’に対応
する。
【０１６１】
　第２変換部３２０は、第２データのうちの、第１サブ画素ＳＰ１’’に対応する緑色デ
ータＧ１、第２サブ画素ＳＰ２’’に対応する赤色データＲ２、及び何れか１つの第３サ
ブ画素ＳＰ３’’に対応する第１青色データＢ１を用いて、図５の第１領域Ａ１に対応す
る、第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、及び、第１赤色クロマ情報Ｃｒ１を
生成することができる。
【０１６２】
　第１輝度情報Ｙ１、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、第１赤色クロマ情報Ｃｒ１は、以下の
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［数式９］に基づいて生成されうる。
【０１６３】
【数９】

【０１６４】
　また、第２変換部３２０は、第２データのうちの、第１サブ画素ＳＰ１’’に対応する
緑色データＧ１、第２サブ画素ＳＰ２’’に対応する赤色データＲ２、及び残り（例えば
右方）の第３サブ画素ＳＰ３’’に対応する第２青色データＢ２を用いて、図５の第２領
域Ａ２に対応する、第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロマ
情報Ｃｒ２を生成することができる。
【０１６５】
　第２輝度情報Ｙ２、第２青色クロマ情報Ｃｂ２、及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２は、以
下の［数式１０］に基づいて生成されうる。
【０１６６】
【数１０】

【０１６７】
　第２変換部３２０は、輝度情報Ｙ１、Ｙ２、青色クロマ情報Ｃｂ１、Ｃｂ２、赤色クロ
マ情報Ｃｒ１、Ｃｒ２を用いて第３データを生成することができる。
【０１６８】
　具体的には、第２変換部３２０は、第１輝度情報Ｙ１及び第２輝度情報Ｙ２が第３デー
タに含まれるようにすることができる。また、第１青色クロマ情報Ｃｂ１及び第２青色ク
ロマ情報Ｃｂ２のうちの何れか一方が第３データに含まれるようにすることができる。ま
た、第１赤色クロマ情報Ｃｒ１及び第２赤色クロマ情報Ｃｒ２のうちの何れか一方が第３
データに含まれるようにすることができる。
【０１６９】
　以下では、本発明の実施例による第３データの圧縮方法について具体的に説明する。
【０１７０】
　本発明の実施例による第２変換部３２０は、第２データを第３データに変換した後、第
３データが第１比率で圧縮された第１圧縮データを生成することができる。
【０１７１】
　図８は、第２変換部によって第３データが第１比率で圧縮される方法を例示的に説明す
るための図である。
【０１７２】
　図８を参照すると、第１単位画素ＰＸＬ１に対応する第３データＹ１ＣｂｉＣｒｊＹ２
（ｉは１及び２の何れか１つで、ｊは１及び２の何れか１つに該当する）と、第２単位画
素ＰＸＬ２に対応する第３データＹ３ＣｂｍＣｒｎＹ４（ｍは３及び４の何れか１つで、
ｎは３及び４の何れか１つに該当する）を圧縮して、ＹＣｂＣｒＹタイプの第１圧縮デー
タを生成することができる。すなわち、２つの単位画素ＰＸＬ１～２に対応する分量の第
３データを、一つの単位画素ＰＸＬ１に対応する分量の第３データに圧縮する。
【０１７３】
　ここで、第１圧縮データは、第１輝度情報としてＹ１またはＹ３を含んでもよい。第１
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輝度情報がＹ１である場合、第２輝度情報はＹ２であってもよい。また、第１輝度情報が
Ｙ３である場合、第２輝度情報はＹ４であってもよい。すなわち、圧縮にあたり、輝度情
報は、２つの単位画素ＰＸＬ１～２のうちの一方だけの輝度情報を選択して用いることが
できる。
【０１７４】
　第１圧縮データは、第１青色クロマ情報Ｃｂ１、Ｃｂ２、Ｃｂ３及びＣｂ４の何れか１
つを含み、第２赤色クロマ情報Ｃｒ１、Ｃｒ２、Ｃｒ３、及びＣｒ４の何れか１つを含ん
でもよい。すなわち、圧縮にあたり、第１青色クロマ情報及び第２赤色クロマ情報につい
ても、２つの単位画素ＰＸＬ１～２のうちの一方だけのクロマ情報を選択して用いること
ができる。
【０１７５】
　以下の［表４］は、上述した方式による場合に生成され得る第１圧縮データを示したも
のであり、特に、第１輝度情報がＹ１で、第２輝度情報がＹ２である場合を示したもので
ある。
【０１７６】
【表４】

【０１７７】
　以下の［表５］は、上述した方式による場合に生成され得る第１圧縮データを示したも
のであり、特に、第１輝度情報がＹ３で、第２輝度情報がＹ４である場合を示したもので
ある。
【０１７８】
【表５】

【０１７９】
　第２変換部３２０は、［表４］のＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０ないしＣｈｒｏｍａ
＿ｓｅｌｅｃｔ　１５の何れか１つを第１圧縮データとして選択するか、［表５］のＣｈ
ｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　０ないしＣｈｒｏｍａ＿ｓｅｌｅｃｔ　１５の何れか１つを第
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１圧縮データとして選択することができる。
【０１８０】
　この場合、第１圧縮データの量は、第２データの量の０．５倍になりうるのであり、第
１データの量の約０．３３倍になりうる。
【０１８１】
　本発明の実施例による第２変換部３２０は、第２データを第３データに変換した後、第
３データが第２比率で圧縮された第２圧縮データを生成することができる。
【０１８２】
　図９は、第２変換部によって第３データが第２比率で圧縮される方法を例示的に説明す
るための図である。
【０１８３】
　図９を参照すると、第１単位画素ＰＸＬ１に対応する第３データＹ１ＣｂＣｒＹ２（Ｃ
ｂはＣｂ１及びＣｂ２の何れか１つに該当し、ＣｒはＣｒ１及びＣｒ２の何れか１つに該
当する）、第２単位画素ＰＸＬ２に対応する第３データＹ３ＣｂＣｒＹ４（ＣｂはＣｂ３
及びＣｂ４の何れか１つに該当し、ＣｒはＣｒ３及びＣｒ４の何れか１つに該当する）、
第３単位画素ＰＸＬ３に対応する第３データＹ５ＣｂＣｒＹ６（ＣｂはＣｂ５及びＣｂ６
の何れか１つに該当し、ＣｒはＣｒ５及びＣｒ６の何れか１つに該当する）、第４単位画
素ＰＸＬ４に対応する第３データＹ７ＣｂＣｒＹ８（ＣｂはＣｂ７及びＣｂ８の何れか１
つに該当し、ＣｒはＣｒ７及びＣｒ８の何れか１つに該当する）を圧縮して、ＹＣｂＣｒ
Ｙタイプの第２圧縮データを生成することができる。
【０１８４】
　ここで、第２圧縮データは、第１輝度情報としてＹ１、Ｙ３、Ｙ５、及びＹ７の何れか
１つを含んでもよい。第１輝度情報がＹ１である場合、第２輝度情報はＹ２であってもよ
い。また、第１輝度情報がＹ３である場合、第２輝度情報はＹ４であってもよい。また、
第１輝度情報がＹ５である場合、第２輝度情報はＹ６であってもよい。また、第１輝度情
報がＹ７である場合、第２輝度情報はＹ８であってもよい。
【０１８５】
　第２圧縮データは、第１青色クロマ情報Ｃｂ１～Ｃｂ８の何れか１つを含み、第２赤色
クロマ情報Ｃｒ１～Ｃｒ８の何れか１つを含んでもよい。
【０１８６】
　この場合、第２圧縮データの量は、第２データの量の０．２５倍になりうるのであり、
第１データの量の約０．１７倍になりうる。
【０１８７】
　一方、データ変換部は、データ圧縮処理を逆に遂行することによって圧縮されたデータ
（第１圧縮データまたは第２圧縮データ）を第３データに復帰させることができる。
【０１８８】
　また、本発明の画素配列構造は、図２、図６ａ、及び図７ａに示された構造に限定され
ず、多様に変更されてもよい。
【０１８９】
　本発明が属する技術分野の通常の知識を有する者は、本発明がその技術的思想や必須の
特徴を変更させずに他の具体的な形態に実施されてもよいことを理解できるだろう。従っ
て、以上で記述した実施例は、全ての面において例示的なもので、限定的ではないと理解
すべきである。本発明の範囲は、上記詳細な説明より添付の特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその均等概念から導出される全ての変更また
は変形された形態は本発明の範囲に含まれると解釈すべきである。
【０１９０】
　本発明の特に好ましい実施形態においては、ストライプ式の画素配列などに適したＲＧ
Ｂタイプの画像データを、ダイアモンドペンタイル方式の画素配列に適したＲＧＢＧタイ
プの画素データへと、簡易な演算により変換するとともに、画像データを容易に圧縮でき
るようにすべく、下記Ａ～Ｅの特徴を備える。
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　Ａ　データ駆動部及び走査駆動部に信号を供給する制御部中、または、その上流に、デ
ータ変換部300を備える。
　このデータ変換部300は、
　画像データをＲＧＢタイプからＲＧＢＧタイプも変換する第１変換部310と、
　ＲＧＢＧタイプからＹＣｂＣｒＹタイプにさらに変換して、データ圧縮を行う第２変換
部320と、
　ＹＣｂＣｒＹタイプからＲＧＢＧタイプに戻す第３変換部330と、を備える。
【０１９２】
　Ｂ　第１変換部310は、例えば本願図４に示すように、ＲＧＢタイプの２つの単位画素
のデータから、ＲＧＢＧタイプの一つ単位画素のデータを得る。この際、ＲＧＢＧタイプ
の２つの緑色サブ画素には、ＲＧＢタイプの２つの単位画素における緑色データをそのま
ま用いる。また、ＲＧＢＧタイプ赤色及び青色のサブ画素には、それぞれ、ＲＧＢタイプ
の２つの単位画素における赤色及び青色のデータを、例えば算術平均して用いる。
【０１９３】
　Ｃ　第２変換部320は、まず、本願図５に示すように、ＲＧＢＧタイプの一つ単位画素
中、一方の緑色サブ画素と、赤色及び青色のサブデータとからなるＡ１領域、及び、他方
の緑色サブ画素と、赤色及び青色のサブデータとからなるＡ２領域についてＹＣｂＣｒタ
イプのデータを求める。
　この際、数式１及び数式２のような演算を行う。
【０１９４】
　Ｄ　第２変換部320では、次いで、ＹＣｂＣｒタイプのデータからＹＣｂＣｒＹタイプ
のデータをいる。
　この際、Ｃｂ及びＣｒについては、本願図５における、Ａ１領域からのものと、Ａ２領
域からのものとのうち、一方だけを用いる。輝度データＹは、Ａ１領域及びＡ２領域の両
方のものを用いる。
【０１９５】
　Ｅ　第２変換部320では、さらに、ＹＣｂＣｒＹタイプのデータを、適宜に圧縮する。
　図８の例では、２つの単位画素分のデータから、一つの単位画素分のデータに圧縮して
いる。
　図９の例では、４つの単位画素分のデータから、一つの単位画素分のデータに圧縮して
いる。
【０１９６】
　Ｆ　第３変換部330では、数式３及び数式４のような演算を行う。
【符号の説明】
【０１９７】
１００　表示部
２１０　走査駆動部
２２０　発光駆動部
２３０　データ駆動部
２５０　タイミング制御部
３００　データ変換部
３１０　第１変換部
３２０　第２変換部
３３０　第３変換部
ＰＸＬ１、ＰＸＬ２　単位画素
ＳＰ１　第１サブ画素
ＳＰ２　第２サブ画素
ＳＰ３　第３サブ画素
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